
○ 変異株検査

① 陽性確認事例のうち、感染の広がりが生じる事例は、
基本的に変異株ＰＣＲ検査を実施（国の方針よりも拡充）

 １月以降：188事例のうち約４割（81事例）で実施済（43.1％）

② 変異株ＰＣＲ陽性検体のうち、条件を満たすものを選び、
国立感染症研究所にゲノム解析を依頼

 国感染研でゲノムが解読できていない事例

 一定程度のウイルス量があるもの

○ 陽性者への対応
・原則、入院対応
・症状軽快後、２４時間ごとにＰＣＲ検査を行い、２回連続で
陰性が確認された場合に退院可

・変異株陽性者と同じ事例の陽性者は、変異株陽性とみなして対応
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変異株検査の方針及び陽性者への対応


